
新型コロナウイルス感染症対策について

福井県医療審議会
資料１

令和２年１１月６日（金）
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○ 7月末に専門家の意見を踏まえ、第1波 122件の検証と今後の方向性をとりまとめ

新規
感染者数
（人）

感染者数
（人）

○次の感染防止対策を講じ、感染を収束

○第１波を踏まえた対応

○マスク着用などの感染対策を徹底

実例に基づくリスク要素を分析

① 接待やカラオケを伴う飲食店
マスクを外しての会話や飲食・カラオケ

② 職場 マスクを外しての会議、社内での複数人の昼食
③ 病院 マスクなしでの診療やスタッフ同士の会話

○接触確認アプリ（COCOA)の周知

COCOAが導入されていれば、本県の飲食店や
職場内等での感染事例において、約２～３割の
感染を防げた可能性有り

○相談窓口の一元化
相談急増時期の保健所の業務負担を軽減するため、
県内の「帰国者・接触者相談センター」を一元化
県内感染情報を集約、PCR検査の受診調整

新規感染者数（右軸）
治療中（感染者指定病院等）
治療中（宿泊療養施設）
退院等

県内第１波（３/18～４/２８）の感染状況

・中高年層（40代以上）を中心に感染拡大

・約2割が重症化

・接待やカラオケを伴う飲食店、家族、職場での

感染が拡大

・８例以外はすべて感染経路が判明

福井県の感染防止対策「福井モデル」

・積極的なPCR検査の実施

・受入可能病床を管理し入院調整を行う、入院
コーディネートセンターの設置

・医師会、市町との連携
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新型コロナウイルス感染症対策 ①
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新規
感染者数
（人）

感染者数
（人）

○第１波の検証を踏まえ、１０日間で収束

８月25日

昼カラ利用者の感染

８月27日

「福井県感染拡大警報」の発令

① 福井・丹南地区の「カラオケを
伴う飲食店」に昼間の休業要請

② 従業員すべてにPCR検査の実施

③ 陽性者が出た店への店名公表の
依頼利用者のPCR検査

９月５日

昼カラ関連の新規感染者が０人に

新規感染者数（右軸）
治療中（感染者指定病院等）
治療中（宿泊療養施設）
退院等

新型コロナウイルス感染症対策 ②

県内８月以降のカラオケ喫茶利用者を中心とした感染の状況

・福井および丹南地域のカラオケ喫茶利用者の感染

が広がる

・６０代以上が６割

・すべて感染経路が判明している

濃厚接触者を隔離し、次の次の感染を防止

・即座に、地域と業種を限定した休業要請

・発症して１日、２日でPCR検査を実施

２



○行政検査の体制強化

・福井県医師会と行政検査に
関する集合契約を締結

・11月以降のインフルエンザ流行期に
備え、さらなる強化を図る

○医療機関等に対する支援

・コロナ患者を受け入れる医療機関の病床確保、入院患
者の受け入れや院内感染防止に必要な設備整備を支援

・衛生用品や医療資材の購入、職員の研修受講などの感
染拡大防止に必要な経費を支援

・３密をさけて福祉サービスを行うために必要な備品の
購入支援（換気設備、居宅訪問用の自転車など）

・新設医療機関向けの利子補給制度を創設

○医療・福祉サービス事業者への慰労金

・医療従事者や介護・障がい福祉施設職員に対する慰労
金を支給（5万～20万円）

・新たに、保育士などの児童福祉施設等職員に慰労金を
支給（一律5万円）

医療提供体制を強化 医療提供体制を支える事業者への支援

○感染拡大に応じた病床確保の仕組みを構築

・感染拡大のフェーズに応じ、段階的に病床を確保

・常時20床確保 → 最大３60床確保（宿泊療養施設を含む）

第１波の入院患者数のピーク（81人）の約４倍
重症者用病床も当初の３倍超を確保

集合契約 締結式

平 常 時
フェーズ

１
フェーズ

２
フェーズ

３
フェーズ

４

感染状況 ―
新規感染者
５人／週

新規感染者
２０人／週

入院患者
５０人

入院患者
９０人

病床の
準備要請

常時
２０床確保

５９床
準備要請

95床
準備要請

131床
準備要請

２１５床
準備要請

※感染状況に応じ、宿泊療養施設を最大145床確保

３

現在 11/1 12月末

検査体制
（検査協力医療機関含む）

38機関 246機関 246機関

検査能力
（PCR検査、抗原検査含む）

400件/日 4,240件/日 4,638件/日

感染拡大防止対策を施した診療室
（イメージ）

新型コロナウイルス感染症対策 ③



○ 一般の医療機関において、必要な感染予防策を講じた上で外来診療・検査を行う体制を整備する。

○ 発熱等の症状が生じた場合には、まずはかかりつけ医等の地域で身近な医療機関に事前に電話予約の上、受診する。

診療・検査医療機関

かかりつけ医等の地域で身近な医療機関

発熱患者等を診ない医療機関

電話相談

構造的に動線を分けられない等

土日や夜間、かかりつけ医がいない等
受診医療機関に迷っている方が相談

・最寄りの適切な医療機関の
案内
・必要に応じて受診調整
・濃厚接触者の受診調整

受診・相談センター
(旧帰国者・接触者相談総合センター)

発熱患者の診療・検査を行う場合発熱患者の診療・検査を行わない場合

案内

案内、受診調整

地域の「診療・検
査医療機関」、
対応可能時間等
を情報共有

自院患者のみ受入れ

紹介患者受入れ医療機関
（旧帰国者・接触者外来等）

感染症指定医療機関

緊急性がある・入院が必要な患者の
診療・検査

緊急性がある・入院が必要な患者の
診療・検査

濃厚接触者

案内

次のインフルエンザ流行に向けた発熱患者等の相談・診療・検査の流れ

４



新規患者数5人／週
病床59床準備要請

新規患者数20人／週
病床95床準備要請

入院患者が50人に達した日
病床131床準備要請

入院患者が90人に達した日
病床215床準備要請

フェーズ1

フェーズ2

フェーズ4

フェーズ3

59病床

95病床

131床

215床

20病床

国が示した患者推計に基づく病床の段階的確保

５


